







































































крьщену же Володимеру. предаша ему вѣру крьстияньску. 





長いテキストは次の言葉で始まっている。“Вѣрую во единого Бога Отьца 
Вседержителя. Творца небесу и земли. до конца вѣру сию…”（「わた
しは全能の父，天と地の創り主である唯一の神をこの世の終わりまで信じる
…」）。これは，使徒信条である。つまり，上記の「異端者」の使用例におけ









ているにもかかわらず（“В то же лѣто вста ересь Леонтианьская...”），
988年の例とは違った意味で使われていることは明らかである。
ЕРЕСЬ という単語はもともとギリシャ語の  ρεσις の訳語で，「キリスト
教の教義に反する教え（およびそうした教えに従うこと）」を意味している
（PPBES, I, 869-870） 
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１　ギリシャ語 α ρεσις が「背教者」の意味を持つようになるのは，キリスト教の成立期以前に
は遡れないので，それ以前は「取ること」，「選ぶこと」などの意味を持っていた。また，この
単語が新約聖書でサドカイ派やファリサイ派などの「宗派」（宗教上の派閥）を意味していたこ
と も わ か っ て い る。 例 え ば，Eξανέστησαν δέ τινες τ ν άο τ ς αίρέσεως τ ν Φαρισαίων 
πεπιστευκότες λέγοντες 「ところが，ファリサイ派から入信した人々が数人立って言った」（使






対応するギリシャ語 αίρετικός も INT5では「分派を作っている者」と解釈されている。しかし，
スラヴ人がキリスト教を受け入れた時にはすでに「異端」，「背教」の概念が確立していたので







































































































































































































府主教の不義が理由なのである」（“се же здѣяся за грѣхы ихъ. паче же 









































ているにすぎない（«...и оупрѣ его вл(а)∂(ы)ка Феодоръ»; «а тамо оупрѣлъ 
и Анъдриянъ еп(и)с(ко)пъ» — いずれの例も1164年の記事より）。その代









...посла же его Андрѣи митрополиту в Кыевъ. митрополитъ же 
Костянтинъ повелѣ ему языкъ урѣзати. яко злодѣю и еретику. и 









（«яко злодѣю и еретику»）扱われたと言っているに過ぎないということで
ある。この接続詞 яко によって導かれている挿入句は，名詞の格形式
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